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Abstract：　Sprite　coding　is　supported　by　the　new　video　coding　standard　MPEG・4VbLl
Main　Profile．It　provides　content－based　functionality　and　low　bit　rate　video　compression．

We　fbcused　on　this　coding　technique　in　order　to　develop　high　quality　and，very　low　bit　rate

application　that　is　ef琵ctive　in　na買ow　band　transmission　such　as　the　Internet．In　this

paper，we　analyze　that　what　kind　of　video　sequence　is　suitable　fbr　sprite　coding　by

checking　a£ew　parameters．This　paper　also　proposes　an　automatic　switching　mode
algorithm£or　multi　mode　coding．
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1．幽に

　筆者らは文献国によって，映像を前景オブジェクトと

背景スプライトに自動的に切り分け，MPEG－4スプライ

ト符号化を適用する方式を提案し，符号量の圧倒的な

削減を達成している。しかし，スプライト符号化は適用

できる映像が限定されているという問題があった。

　そこで本稿では，スプライト符号化とMPEG・4通常

符号化を適応的に切り換えて符号化するMPEG・4マ

ルチモード符号化方式を提案し，あらゆる映像を入力

とした超高圧縮MPEG・4システムの構築をねらう。

2．ヱー左式
　Fig．1はマルチモード符号化方式の概略図である。

入力である編集映像をカット点（映像の映りかわり）のな

いショットに分割後［21，符号化処理を行う前にスプライ

ト符号化（以下，スプライトモード）もしくは，MPEG－4通

常符号化（以下，通常モード）のいずれの符号化方式

が適しているかを判定し，それぞれのモードに処理を

受け渡す。それぞれのモードで符号化したデータは

Fig．2のような混成ストリームを出力する。このマルチ

モード符号化方式は映像中のそれぞれのショットに対

し，適した方法で符号化することができる方式である。

　次章では，どのような映像がスプライトモードに適し

ているかを分析し，入カショットにスプライトモードが適

用できるか否かを自動的に判定するモード判定手法に

ついて詳細を述べる。
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　　　　　Fig．2Coded　stream

・3．モニ上劉定

　マルチモード符号化方式のモード判定は，任意の
ショット（T1〈t＜T2）において，以下の3つのstepによっ

て判定する。

sepl．フレーム数判定

フレーム数fがth1以上であるかを判定する。

f＞th1（：f＝T2　－T1）

step2．カメラパラメータ判定
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ショットのフレーム間のカメラパラメータzoom（t），

rotate（t），pan（t），tilt（t）を算出し，それらがth＿z，

th＿r，th＿p，th＿t以上であるかを判定する。

zoom（t）＞th＿z　U　rot＆te（t）＞th＿r

　I　I　Pεしn（t）＞th＿p　l　l　tilt（t）＞th＿t （2）

　　　ここでカメラの動きがないショットは，通常モードのマ

　　クロブロックタイプであるNotCodedMBによって，符
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号量を十分に削減できるために，スプライトモードには

適さないと判断できる。Fig．3は，ある映像のフレーム

間におけるカメラのパン（横振り）の動きと，このフレー

ム間を通常モードで符号化したときに，Not　Coded

MBがフレーム全体に占める割合を示したものである。

Fig．3からパン値がoの区間，すなわち，カメラの動きが

存在しないフレーム間では，Not　Coded　MBの割合が

急増していることがわかる。このフレーム問は通常モー

ドでも高い符号化効率を得ることができるために，スプ

ライトモードによる劇的な符号量の削減には期待でき

ない。このstep2では，ショット中でカメラの動きが存在

するか否かを判定し，step3へと処理を受け渡す。
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　一般的にカメラ操作を多く含む，スポーツ映像と景観

映像の編集映像（SIF，30［恥sl，999［sl）四種類にっい

て本手法を用いたモード判定実験を行い，判定結果に

従いマルチモード符号化を適用した。この結果を全て

通常モードで符号化したときの結果と比較した。なお，

符号化条件は量子化値固定（QP＝12），フレームレート

固定（15［恥s】）とし，符号量の比較によって評価した。

　Table．1より，全ての映像で通常モードよりも符号化

効率を改善できることが確認できる。特に比較的前景

の小さい景観映像（Paris）は，さらに大幅な符号化効

率の向上に期待できる。また，画品質に関しても通常

モードとスプライトモードでほぼ同じ主観画質を与えて

いることを確認した。
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Fig．3Not　Coded　MB　Ratio　and　Camera　Pan

step3．前景比率判定

　step2でカメラの動きが存在すると判定したフ

レーム列に対し，算出したカメラパラメータから背

景スプライトを生成する。そして時刻tにおけるフ

レームに対し原画像と背景スプライトから抜き出し

た背景画像との差分を適当な閾値で二値化すること

によって前景画像を求める。このときの前景のpixel

数fg（t）の全体sizeにおける比率£g」atio（t）を算出

し，箔gJatio（t）がth2以下であるかを判定する。

Table．1Experimental　results

fg－rati・（t）＝fg（t）／size

fg＿ratio（t）　＜　　th2 （3）

　このstep3では，ショット中の前景の占める割合が十

分低いか否かを判定する。ここで前景比率が大きい
ショットは，スプライトモ…ドで符号化したとき，デ…タの

中で前景オブジェクトデータの占める割合が大きくなり，

通常モードよりも符号化効率が悪い［3L従って，前景

比率が適当な値である映像がスプライトモードに適して

いるといえる。

　これら全ての判定条件を満たすショットをスプライト

モードと判定する。この手法の閾値は知見的に、映像

によらない固定値を設定することが可能である。

Image Mode＊1

Sprite　mode
ratiO率2［％］ Bitrate［Kbps］

Paris normal 一 160

multi 100 30

Baseba” normal 一 244

multi 7 227

Horserace normaI 一 477

multi 81 295

Soccer normai 一 163

muiti 87 129

注粗norma1は全て通常モード，multiはマルチモード

　★2全ショット中にスプライトモードショットが占める割合

5．お麹こ
　本稿では，編集映像を入力とした通常モード，スプラ

イトモードをもつMPEG・4マルチモード符号化方式に

関して，カット点により分割したショットを効率的にモー

ド判定する手法を提案し，その有効性を示した。今後

の課題としては，モード切替時の画質変化への対応や，

符号化制御等，さらに実用的なシステムについて検討

してゆく。
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